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1．は　じめに

近年地球環境を維持する上で畜産業界から出される糞

尿，悪臭が問題となっている。耕地面積の広い北海道で

も規模拡大と共に周辺地域及び河川の下流域での糞尿に

よる水質汚染が叫ばれている。今回筆者は低コスト　低

労働力で糞尿を処理できる可能性を秘めた細菌を利用し

て，糞尿処理及び草地の維持．反収の増加に良い結果が

得られたので報告する。

2．材料及び方法

92年3月より細菌2種類，商品名バイオアップ土壌改

良剤，バイオアップ消臭剤（以下細菌と略する）を，酪

農家の尿溜，スラリータンクに入れ，5月より圃場散布

して作物の比較をした。又，細菌投入前後の糞尿から発

生するアンモニアガスの検知．糞尿の化学的変化も併せ

て調査した。
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3．結　　　果

写真1は今回使用した細菌でバイオアップ土壌改良

札　バイオアップ消臭剤である。

写真2は92年3月25日に細菌を尿溜の一次糟に入れ．

4月17日に横枠後撮影したものである。表面にはスカム

の形成はなく，クリイミーな状態になっていることがわ

かる（白い部分はストロボの反射光）。

写真3は92年5日7ロに細菌処理尿を散布した圃場

の，6月2口の発育状態である。細菌処理尿の散布むら

により発育に歴然とした差がみられ，散布した所はいわ

ゆる肥料やけもなかった。この試験圃場では肥料代金が

3割減で，青草収昇で2割増収となった。

写真4は写真3とは別の試験圃場で，刈取りをして比

較したものである。発育の差は歴然としている。

写真5は尿溜とスラリーの細菌投入直前直後のアンモ

ニア濃度を検知管にて93年4月19日に測定したものであ

る。尿の方は92年春に一度細菌を投入しており，そのた

め投入前でも無処置の尿と比較してアンモニア濃度は低

く，投人前17PPMが投入直後13PPMまで低下した。

スラリーの方では，細菌投人前では測定不能だったもの

が70PPMまで低下した。

写真6は先はどの尿溜とスラリーで，細菌投入21日後

の5月10日にアンモニア濃度を測定したものである。共

に先はどの投入直後より低下していて，それぞれ6

PPM．24PPMまで低下した。実際にこれらを圃場に

散布してみても無臭ではないが，苦にならないほどに悪

臭は低下していた。

写真6

図－1は先ほどの尿を化学的に分析した結果である。

4月19日は細菌投入前で，5月21日，8月18日の3回分

析した。環境汚染の指標となるBOD．CODは常に新

しい尿が入ってくるためか余り変化はないが，SSはか

えって増えていた。これは尿潜の底に沈澱していたもの

が分解され浮き上がってきたものと思われる。肥料とし

ての成分では．易分解性の有機物を含む有機態窒素はか
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